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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当連結会計年度におけるわが国経済は、政府の各種政策の効果により雇用情勢や設備投資に持ち直しの動き

が見られましたが、円高や株価低迷、欧州など海外経済が先行き不透明となるなかで、４月に発生した熊本地震

の影響で消費マインドが後退するなど景気停滞感が強まりました。

当社グループが主力事業を展開する水産物卸売市場業界は、春先から国産水産物の不安定な水揚げが続き、

冷銀鮭やマグロ類などの輸入魚も供給が不調となったため売上高が前年を下回る結果となり、豊洲市場への移転

を控えて、経営環境は一段と厳しさを増しております。

 このような状況のもと、当社グループの売上高は47,719百万円(前年同期比2.5％減)となりましたが、売上総

利益は利益率の向上により2,772百万円(前年同期比13.4％増)となり、貸倒引当金繰入額の戻入の減少等はあり

ましたが、営業利益は486百万円(前年同期比29.7％増)、経常利益は610百万円(前年同期比27.0％増)となり、親

会社株主に帰属する四半期純利益は369百万円(前年同期比7.5％増)となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

 当第１四半期連結会計期間末の資産合計は、受取手形及び売掛金、商品の減少及び投資有価証券の評価減等に

より前期末に比べ2,126百万円減の57,774百万円となりました。 

 負債合計につきましては、支払手形及び買掛金、長短借入金の減少等により前期末に比べ1,908百万円減の

34,610百万円となりました。 

 純資産合計は、前期末に比べ218百万円減少し、23,163百万円となりました。これは主に、その他有価証券評

価差額金の減少によるものです。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 連結業績予想につきましては、平成28年５月13日の「平成28年３月期決算短信」で公表いたしました通期の連

結業績予想に変更はありません。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用)

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」(実務対

応報告第32号 平成28年６月17日)を当第１四半期連結会計期間に適用することとし、従来、当社グループ(一部

の連結子会社を除く)では、建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法につき定率法を採用しておりました

が、平成28年４月１日以後取得した建物附属設備及び構築物から定額法に変更しております。

 なお、この変更による当第１四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

 

（４）追加情報

(繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用)

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当第

１四半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 6,425 6,127 

受取手形及び売掛金 11,926 11,467 

前渡金 489 648 

商品 8,097 6,976 

原材料及び貯蔵品 11 17 

預け金 945 771 

短期貸付金 60 245 

繰延税金資産 190 191 

その他 233 331 

貸倒引当金 △792 △637 

流動資産合計 27,588 26,139 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 9,919 9,770 

機械装置及び運搬具（純額） 1,386 1,333 

土地 4,173 4,173 

リース資産（純額） 376 358 

建設仮勘定 5,105 5,107 

その他（純額） 136 129 

有形固定資産合計 21,099 20,873 

無形固定資産    

のれん 148 147 

借地権 2,101 2,101 

その他 309 305 

無形固定資産合計 2,558 2,554 

投資その他の資産    

投資有価証券 7,467 7,034 

長期貸付金 313 310 

差入保証金 338 338 

繰延税金資産 78 83 

退職給付に係る資産 541 520 

その他 430 428 

貸倒引当金 △514 △508 

投資その他の資産合計 8,654 8,206 

固定資産合計 32,312 31,634 

資産合計 59,900 57,774 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 9,382 9,055 

短期借入金 12,940 11,900 

1年内返済予定の長期借入金 728 728 

未払法人税等 223 133 

賞与引当金 161 74 

役員賞与引当金 8 － 

本社移転損失引当金 23 23 

その他 1,791 1,740 

流動負債合計 25,260 23,656 

固定負債    

長期借入金 7,279 7,097 

繰延税金負債 1,200 1,123 

役員退職慰労引当金 41 34 

退職給付に係る負債 1,719 1,671 

長期未払金 229 228 

その他 788 798 

固定負債合計 11,258 10,954 

負債合計 36,519 34,610 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,995 2,995 

資本剰余金 1,341 1,341 

利益剰余金 14,836 14,966 

自己株式 △693 △693 

株主資本合計 18,480 18,610 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 2,304 1,955 

退職給付に係る調整累計額 △202 △186 

その他の包括利益累計額合計 2,101 1,768 

非支配株主持分 2,799 2,783 

純資産合計 23,381 23,163 

負債純資産合計 59,900 57,774 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

売上高 48,956 47,719 

売上原価 46,511 44,946 

売上総利益 2,444 2,772 

販売費及び一般管理費 2,070 2,285 

営業利益 374 486 

営業外収益    

受取利息 4 0 

受取配当金 84 115 

その他 54 48 

営業外収益合計 142 164 

営業外費用    

支払利息 35 34 

その他 1 5 

営業外費用合計 36 40 

経常利益 480 610 

特別利益    

受取賠償金 11 5 

受取保険金 1 － 

投資有価証券売却益 22 － 

その他 2 － 

特別利益合計 38 5 

税金等調整前四半期純利益 519 616 

法人税等 143 177 

四半期純利益 375 439 

非支配株主に帰属する四半期純利益 31 69 

親会社株主に帰属する四半期純利益 344 369 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

四半期純利益 375 439 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 457 △354 

退職給付に係る調整額 △3 6 

その他の包括利益合計 454 △348 

四半期包括利益 829 90 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 790 27 

非支配株主に係る四半期包括利益 39 63 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記)

 該当事項はありません。
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